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明
治
公
園
に
十
万
人

デ
モ
の
隊
列
は
四
キ
ロ
に
及
ぶ

　
１
１
月
決
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
！
十
月
十
日
、
一
昨
年
の
十
・
ハ
羽
田
闘
争
を
山
崎
博
昭
の
死
を
も
乗
り
越
へ
闘
い
ぬ
き
、
日
本
階
級

闘
争
の
新
た
な
地
平
を
切
り
開
い
た
学
生
、
労
働
者
が
、
二
年
後
の
今
日
、
市
民
と
共
に
開
港
公
園
を
圧
倒
的
に
埋
め
つ
く
し
た
。
国
家
権

力
機
動
隊
の
戒
厳
令
的
弾
圧
を
は
ね
の
け
、
青
山
か
ら
赤
返
見
附
に
い
た
る
大
通
り
を
数
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
打
ち
続
く
デ
モ
の
ほ
列
は
、
‥
‥
‥

月
決
戦
へ
む
け
て
怒
濤
の
進
撃
を
続
け
る
労
働
者
、
学
生
、
市
民
、
高
校
生
の
［
佐
藤
訪
米
阻
止
］
の
決
意
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
こ
の
日
、
十
一
時
過
ぎ
か
ら
続
々
と

結
渠
し
た
学
生
は
、
全
国
全
共
闘
の
集

会
が
始
ま
っ
た
午
後
一
時
半
に
は
、
明

治
公
園
の
ほ
ぼ
七
割
を
埋
め
つ
く
し

た
。
さ
ら
に
、
二
時
過
ぎ
に
は
、
日
比

呑
野
外
音
苫
舟
一
万
五
千
人
の
結
集

を
も
っ
て
十
一
時
か
ら
集
会
を
開
い
て

い
た
全
国
の
反
戦
青
年
委
員
会
の
青
年

労
働
者
が
合
流
し
、
統
一
集
会
が
始
ま

っ
た
三
時
半
に
は
、
清
水
谷
公
園
で
集

会
を
開
い
て
い
た
高
校
生
や
、
代
々
木

公
園
に
集
ま
っ
た
べ
平
連
を
も
加
え
て

11月決戦へ向けて怒涛の進撃を開始した民衆（青山一丁目）

明
治
公
園
は
完
全
に
埋
め
つ
く
さ
れ
、

回
り
の
歩
道
に
も
あ
ふ
れ
出
た
参
加
者

は
約
十
万
人
に
達
し
た
。

　
こ
の
日
の
集
会
は
、
全
国
全
共
闘
、

反
戦
青
年
委
貴
会
、
べ
平
運
等
、
全
国

の
大
学
全
共
闘
、
地
区
反
戦
、
市
民
団

体
約
回
目
が
参
加
し
て
結
成
さ
れ
て
い

る
「
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
・
安
保
粉
砕
・
沖

縄
閃
争
勝
利
・
佐
藤
訪
米
ｍ
止
・
羽
田

□
争
二
周
年
「
一
〇
・
一
〇
匠
集
会

固
呆
負
心
」
の
呼
び
か
け
で
行
な
わ

れ
た
も
の
。

　
三
時
半
か
ら
妁
ま
っ
た
統
一
矢
竹

は
、
ま
ず
、
全
国
全
共
闘
書
記
ｎ
を
代

宍
し
て
東
大
全
共
闘
の
鈴
木
君
が
「
全

円
全
悪
口
十
・
二
Ｉ
か
ら
始
ま
る

　
Ｊ
目
月
決
詐
を
闘
い
ぬ
き
、
１
１
月
の

佐
藤
訪
米
を
実
力
で
阻
止
す
る
」
と
の

湛
‥
一
大
同
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
、
一

船
市
民
を
代
表
し
て
、
も
の
の
べ
な
が

お
さ
氏
の
「
が
っ
て
は
ア
ジ
ア
大
陸
と

太
平
洋
い
島
々
に
押
し
か
け
、
一
千
万

人
の
い
の
ち
を
唐
い
、
今
日
、
日
本
じ

ゅ
う
ｙ
ろ
と
こ
ハ
で
学
生
を
襲
い
、
新

し
い
植
民
地
と
し
て
沖
縄
を
ア
メ
リ
カ

と
分
か
ら
相
い
、
再
び
ア
ジ
ア
の
支
配

に
乗
り
出
し
た
日
本
国
家
を
拒
否
し
、

す
べ
て
の
人
民
が
解
放
さ
れ
る
ま
で
闘

い
ぬ
く
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
満
場
の

拍
手
を
浴
び
た
。
次
に
、
反
戦
況
労
備

考
を
代
表
じ
て
、
鈴
木
達
夫
氏
が
「
今

日
、
全
国
3
2
県
か
ら
結
集
し
た
一
万
四

千
人
の
反
戦
況
労
働
者
は
、
街
頭
闘
争

で
獲
得
し
た
階
級
闘
争
の
質
を
職
場
に

も
持
ち
込
み
、
7
0
年
闘
争
は
労
働
者
の

本
隊
と
し
て
闘
か
う
。
十
・
二
Ｉ
に
は

全
共
闘
の
学
生
と
共
に
、
街
頭
と
職
場

で
闘
か
う
」
と
の
決
意
が
表
明
さ
れ

た
。
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
と
沖
縄
か
ら

の
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
い
て
、
反

戦
派
労
働
者
の
今
野
氏
が
「
大
会
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
集
会
は
終
わ
っ

た
。

　
こ
の
役
、
市
民
団
体
、
全
共
闘
、
高

校
生
、
反
戦
青
年
が
貴
会
、
最
後
に
革

マ
ル
派
の
順
に
、
毎
山
一
丁
目
上
辺

見
付
－
虎
ノ
門
上
ぶ
関
一
日
比
谷
公

園
の
コ
ー
ス
で
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た
。

実
行
委
員
会
は
、
青
山
一
丁
目
…
…
虎

ノ
門
－
新
橋
－
東
京
駅
八
重
洲
口
の
コ

ー
ス
で
、
デ
モ
を
申
誼
し
た
の
だ
が
、

郡
公
安
表
具
会
は
東
京
駅
一
体
の
混
乱

を
お
そ
れ
、
前
述
し
た
コ
ー
ス
に
変
更
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で
、
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い
く
。

で
、
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ｉ２．１

ち
ー

隊
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＆
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思
つ
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一
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．

　
デ
モ
に
Ｉ

市
民
団
体

断
を
図
り
、

-

l
l
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夜
十
一
時
、
今
七

の
芯
が
痛
い
。
只

よ
っ
て
「
日
常
的
ｍ

追
い
払
わ
れ
た
今
、

動
隊
が
安
眠
し
で

に
、
静
か
に
対
決
（

亙
柔
尽
う
。

▼
明
治
公
園
上
申

乃
者
の
法
知
識
シ
リ
。
‐
ズ
。

で
い
た
が
、
見
る
間
に
な
ｙ

芳
公
園
内
は
ヽ
人
と
旗
ゝ

「
七
十
年
安
保
粉
砕
’

大
闘
は
…
…
」
等
忿

か
ら
デ
モ
に
移
っ
Ｊ

た
な
い
内
に
、
機
動

を
加
え
る
。
も
み
く

て
分
断
さ
れ
る
デ
モ

隋
る
の
暴
行
。
し
か
し
】

’
ビ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
、
’

い
払
わ
れ
る
機
動
隊
。
一

て
、
石
や
ピ
ン
の
割
れ
］

‐ ‐
に
、
一
人
の
学
生
の
訓

‐
‐
‐
っ
た
。
「
や
ら
れ
た
の
ヽ

と
、
や
に
わ
に
顔
を
上
一

じ
て
い
た
が
、
機
動
降

１
‐
ど
の
所
に
認
め
た
と
み

一
上
っ
て
、
公
園
の
方
に
Ｉ

し
か
し
腰
が
抜
け
た
の

一
体
が
前
に
の
め
り
倒
れ
・

伯
れ
た
時
に
、
機
動
ほ

］
か
り
、
連
れ
去
ろ
・
っ
と
・

U
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1
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蜀
隊
は
、
こ
れ
ま

一
眼
一
し
、
特
に
、

ｔ
）
と
全
共
闘
の
分

一
丁
目
で
、
中
核
派

のわしさ

大
雨
警
報
の
中
ぶ
三
千

-
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　69年日本階級闘争はいまその山場にさしかかろうとしている。８

月３日の大学治安立法強行採決を契機として開始された帝国主義者

と革命的左翼の11月に向けた闘いは両者の攻撃的な展開をもって牛

リキリと階級関係をしめ上げている1文部省突入一嘉手納基地突入

一広大・早大・京大の砦攻防敬一全国全共闘結成一日大奪還闘争－

10・ 10統一集会に対し、機動隊を駆使したバリケード破壊から大学

の暴力的制圧一大量の予防的逮捕一長期拘留とまさに狂気の時代を

型づくっている。戦後的なるものの終着から力と力の激突する時代

へのドラスティックな転換はすべての人間に対し「沖縄の永久枝基

地化・安保の大改訂を君は許すのか」の問をつきつけているのだ。

革命的左翼はその十数年の歴史と、67年10・ 8以降の激動総体が、

レ
日
に
回
諺

10・21から開始される11月の激闘のなかで真の試練にかけられて(，

るのだ。　　　。

　既成左翼一社共はま

たしても60年安保の敗

北をくりかえそうとし

ている中で、革命的左

翼にかけられた任務は

きわめて重い。70年代

を激動と希望に満ちた

時代として向えるのか

暗黒と反動と戦争の時

代とするか二者択一し

か許されないのならど

んなに苦しくとも、鋳

鋳なく前者を選択する

だろう。

　11月安保・沖縄決戦

翼
を
担
う
こ
と
を
通
し
て
戦
後
の
再
建

レ
ー
ｓ
&
｡
ｓ
ａ
Ｊ
｡
…
７
１
７
１

米
安
保
同
盟
政
策
を
基
軸
と
し
た
日
本

帯
国
主
義
の
基
本
的
世
界
政
策
を
し
て

困
難
な
局
面
の
う
ち
に
ひ
き
こ
み
は
じ

め
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
の
要
因
は
米
帝
を
盟
主
と

ず
る
帝
国
主
義
戦
後
支
配
体
制
の
根
底

的
動
揺
の
一
層
の
深
化
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
を
と
お
し
て
進
行
し
た

ー
．
ｌ
～
Ｊ
ａ
｡
Ｊ
．
～
～
ｌ
」
_
＆
～
ａ
Ｊ
ａ

．
ｓ

～
．
ｌ

～
Ｊ
ｓ
ｉ
．
ｓ

ら
ず
、
そ
の
矛
盾
と
危
機
の
一
層
の
深

化
を
促
進
し
た
こ
と
に
規
定
さ
れ
．
つ
つ

も
国
際
帝
国
主
或
は
ヤ
ル
タ
協
定
を
基

礎
と
し
て
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ソ
運
間
の

包
摂
を
代
償
に
帝
国
主
義
基
幹
部
の
体

制
的
延
会
函
篠
す
る
と
と
も
に
米
帝

を
盟
主
と
す
る
帝
国
主
義
戦
後
視
界
体

制
を
形
成
し
、
二
九
年
恐
慌
か
ら
第
二

はもう目前に控えてい

るのだ。それならば最

後にこう宣言しなけれ

ばならない。「安保粉

砕、日帝打倒の旗のも

と勝利を我が手に／」

と。

立
と
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
を
テ
コ
と
し

た
帝
国
主
義
軍
事
ブ
ロ
ク
ク
＝
い
わ
ゆ

る
集
団
安
保
体
制
の
形
成
こ
そ
帝
国
生

殺
戦
後
世
界
体
制
を
維
持
す
る
両
軸
で

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀

行
を
制
度
的
保
障
と
す
る
戦
後
国
際
通

貨
制
度
は
帝
国
主
義
の
三
〇
年
代
的
矛

盾
を
解
決
す
る
か
の
よ
う
に
機
能
し

脈
経
済
の
統
一
性
」
を
擬
制
的
に
回
復

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
台
頭
と
い
・
っ
形
を
と
っ
て

進
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
の
復

活
・
膨
張
と
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
米
帝

の
相
対
的
地
位
の
低
下
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
ア

メ
リ
カ
と
の
敞
し
い
市
場
分
割
戦
を
ひ

き
お
こ
す
と
と
も
に
ド
ル
危
機
と
い
う

表
現
を
も
っ
て
矛
盾
を
暴
露
し
た
。

　
ド
ル
・
ポ
ン
ド
危
機
と
し
て
深
刻
化

し
た
帝
国
主
義
世
界
体
制
の
動
揺
は
フ

ラ
ン
・
マ
ル
ク
を
な
ど
を
含
む
国
際
通

貨
制
度
の
危
機
と
し
て
西
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
、
日
本
な
ど
の
二
流
帝
国
主
義

に
き
わ
め
て
深
刻
な
影
を
な
げ
か
け
る

と
と
も
に
、
他
方
米
帝
を
軸
と
す
る
集

団
安
住
体
制
の
勁
拙
と
そ
の
反
動
的
再

編
を
め
ぐ
る
危
機
的
過
程
を
不
可
避
と

し
て
い
る
。

　
第
二
の
要
因
は
米
皆
の
ベ
ト
ナ
ム
敗

北
を
４
穴
線
と
す
る
帝
国
主
義
ア
ジ
ア

支
配
体
制
の
全
面
的
崩
壊
の
危
機
の
深

化
で
あ
る
。
細
い
こ
と
は
行
路
す
る
が

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略

が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
半
植
民
愧
Ｔ
後
進

国
支
配
体
制
の
崩
壊
的
危
機
に
対
す
る

帝
国
主
義
戦
後
世
男
体
制
の
命
運
を
か

け
た
戦
争
で
あ
る
と
同
時
に
①
ベ
ト
ナ

ム
侵
略
の
テ
コ
と
し
て
米
帝
の
専
制
的

地
位
を
他
の
帝
国
主
義
に
強
制
し
印
甲

ソ
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

陣
営
の
無
力
さ
を
暴
露
し
③
か
く
し
て

ベ
ト
ナ
ム
参
戦
国
化
を
基
軸
に
ア
ジ
ア

支
配
至
ハ
徴
し
、
イ
ン
ド
、
中
近
東
、

中
南
米
に
お
け
る
巨
大
な
権
益
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ

の
敗
退
は
帝
国
宝
義
世
界
体
制
の
矛
盾

の
爆
発
八
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
導
火

綿
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

権
益
の
喪
失
、
国
内
経
済
の
大
崩
壊
に

直
面
し
た
日
帝
は
旧
交
戦
附
と
し
て
の

米
帝
を
盟
主
と
す
る
帝
国
主
罷
這
世

界
体
制
に
積
極
的
参
加
す
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
一
方
で
は
戦
後
革
命
の
宍
四
ま

り
を
制
圧
し
、
戦
後
世
界
、
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
に
お
け
畠
国
主
義
的
秩
序
の

全
面
的
動
揺
か
ら
自
己
の
体
川
を
軍
事

的
＝
政
治
的
に
防
衛
す
る
帝
国
主
義
的

安
全
保
障
を
確
保
す
る
と
と
も
に
他
方

で
は
米
帝
を
基
軸
と
す
る
世
界
経
済
の

相
対
的
に
安
定
し
た
発
展
過
程
に
固
く

結
合
し
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
常
一
化
学
工
業

化
に
向
っ
て
高
度
成
長
を
達
成
し
た
。

だ
が
新
旧
独
占
体
問
の
拡
大
的
市
場
関

係
の
も
と
で
訊
病
的
設
備
投
資
競
争
を

進
行
さ
せ
た
日
皆
は
戦
後
的
発
㈲
の
諸

矛
盾
至
八
二
年
以
来
の
経
済
危
機
と
し

て
爆
発
さ
せ
た
。
公
債
経
済
を
双
礎
と

す
る
独
占
救
済
の
た
め
の
敗
敗
余
融
政

策
の
全
面
的
展
開
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

急
速
な
拡
大
を
条
件
に
対
米
輸
出
の
大

幅
な
の
び
と
い
う
他
律
的
な
要
因
で
表

面
的
に
は
粉
飾
さ
れ
つ
つ
も
、
巨
大
独

占
間
の
市
場
支
配
を
め
ぐ
り
き
び
し
い

相
奪
戦
の
く
り
か
え
し
は
近
い
将
来
矛

盾
の
爆
発
は
不
可
避
で
あ
る
。
ｘ
ヽ

　
第
四
の
要
因
は
日
米
同
盟
の
犠
牲
と

矛
盾
の
集
中
点
、
沖
縄
に
お
け
る
ア
メ

リ
カ
帝
国
主
義
の
分
離
的
軍
事
支
配
の

破
綻
の
深
化
と
、
そ
れ
を
補
強
す
る
た

め
の
日
帝
の
「
一
体
化
政
策
」
の
反
人

民
的
性
格
の
全
面
露
呈
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
帝
国
士
気
に
よ

る
沖
縄
の
分
離
支
配
は
第
二
次
世
以
大

戦
の
帝
国
主
義
的
戦
後
処
狸
の
歴
史
的

葱
物
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
他
民
族
支

陀
が
四
分
の
一
世
紀
も
継
続
す
る
と
い

ろ
異
常
な
事
態
を
可
能
と
し
た
も
の
が

の
で
あ
る
。

歴
史
を
旦

り
斜
よ
・
っ
ふ

だ

　Ｏ

の

111!lulH11nlll11

コ
ー
ニ

９
９
１
Ｓ
’

“
．

霧
展
の
た
め
に
、
沖
縄

と
を
米
帝
に
供
与
し
た

が
沖
縄
県
民
が
屈
従
の

る
こ
と
が
ど
う
じ
て
あ

本
土
復
帰
、
某
地
撤
去

皮
対
の
闘
い
の
火
柱
は

え
う
と
し
て
い
る
の

‐ ‐
の
課
題
９
ま
さ
に
極
東

iE臨

i
l
l
l
l
l
?
l
一
ｚ
一
’
一
一
－
’
一
一
一
－
一
一
こ
’
一
‘
‘
一
一
一
－
－
一
’

て
い
る
。

　
プ
ル
ジ
ョ

Jg－.あ

ン
政
治
委
員
会
よ
延
丙

て
い
る
の
だ
．
一

　
そ
れ
は
、
｀

り

、

脱
ぎ
捨
て
た

目
論
み
で
あ

　
と
こ
ろ
が

義
者
に
と
っ
・

だ
。
日
帝
は
・

事
的
な
再
編

ジ
ア
危
機
に
暴
力

反
動
的
武
装
を
始

硲
臨
戦
態
勢
の
確
立
を

っ
て
昔
々
と
押
し
進
め

帝
の
ベ
ト
ナ
ム

米
帝
の
破
綻
に

」
と
に
よ

代
り
的
、
積
極
介
入
の

・
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
円
態
勢
は
、
帝
国
ま

。
ぃ
あ
ま
り
に
不
備
な
の

そ
の
延
命
を
企
て
、
軍

化
の
至
上
命
令
を
発
し
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労
・
農
・
学
一
万
三
千
人
が
結
集

　
前
日
の
二
七
日
か
ら
の
国
家
権
力
に

よ
る
巽
常
な
ほ
ど
の
警
備
体
制
の
中
で

労
働
者
、
学
生
が
農
民
と
連
体
し
、
一

万
三
千
人
が
結
集
し
て
、
一
時
よ
り
四

時
間
に
わ
た
っ
て
三
坦
坦
第
二
公
園
で

集
会
が
行
な
わ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
結

な
ど
の
視
に
空
港
予
定
地
を
デ
モ
し

た
。

ス
ポ
ッ
ト

　
集
会
は
国
家
権
力
に
よ
る
検
門
な
ど

様
々
な
弾
圧
に
よ
り
遅
れ
て
始
ま
っ

た
。
集
会
場
に
は
現
地
の
ｎ
民
の
他
に

全
国
全
共
闘
連
合
、
千
葉
反
戦
を
は
じ

め
全
国
二
十
数
県
か
ら
結
集
し
た
反
戦

青
年
委
、
べ
平
連
な
ど
、
春
の
３
・
3
0

集
会
か
ら
６
ヶ
月
ぶ
り
に
、
春
を
う
わ

ま
わ
る
結
集
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

う
か
？

　
さ
ら
に
、
滝
沢
君
が
目
共
ス
タ
ー

リ
ニ
ス
ト
の
告
訴
に
基
づ
く
「
六
・

し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ

ン
サ
ー
（
黒
豹
党
）
の
代
表
者
か
ら
も

運
休
の
挨
拶
も
あ
り
、
競
り
あ
が
っ
た

集
会
と
な
っ
た
。
現
地
か
ら
は
反
対
同

盟
の
戸
村
委
員
長
が
、
「
私
達
は
こ
の

地
に
お
け
る
闘
争
涵
‥
網
闘
争
、
安
保

闘
争
の
一
還
と
し
て
勝
利
す
る
ま
で
闘

う
」
な
ど
力
強
い
発
一
、
‘
一
‥
が
あ
り
、
更
に

同
君
を
計
画
的
に
狙
い
う
ち
し
た

「
暗
殺
事
件
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
閲
ら
か
に
し
た
い
。

皿 ㎜ 7 〃

S

1 .

国
家
権
力
に
よ
り
不
当
に
も
指
名
手
配

申
の
萩
原
資
行
隊
長
か
ら
は
「
革
命
か

反
似
合
か
・
・
・
・
：
」
な
ど
い
か
に
も
現
地

で
闘
い
ぬ
い
て
い
る
緊
迫
し
た
ム
ー
ド

の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
全
国
全
共
闘
側
か
ら
も
［
１
０
・
引
］
よ

り
佐
藤
訪
米
阻
止
闘
争
ま
で
実
力
で
闘

い
抜
く
」
な
ど
の
連
体
の
ア
ピ
ー
ル
が

あ
っ
た
。
そ
の
他
反
戦
青
年
委
を
代
表

し
て
千
葉
反
戦
、
ぺ
平
連
な
ど
も
運
体

の
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
っ
た
。
最
後
に
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
決
し
て
三
思
乖
恵

予
定
地
の
デ
モ
を
「
軍
港
粉
砕
・
闘
争

勝
利
」
の
叫
び
と
共
に
行
な
っ
た
。
途

中
二
手
に
別
れ
、
団
結
小
腰
で
軍
港
建

設
阻
止
の
ク
イ
を
打
ち
七
時
頃
流
れ
解

散
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
昨
年
か
ら
今
日
ま

一
解
説
一

義
ｙ
否
垣
謡

争
も
、
最
近
、
公
団
側
が
四
十
六
年
春

の
三
里
塚
空
恵
一
吊
橋
離
陸
を
目
指
し

工
事
を
強
行
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
に
と

も
な
い
弾
圧
も
強
化
し
て
い
る
。
（
九

月
八
日
八
入
の
逮
捕
、
二
人
の
指
名
手

配
な
ど
）

　
し
か
し
、
農
民
の
側
も
闘
争
が
進
む

に
つ
れ
、
日
共
＝
民
青
の
追
放
、
他
の

某
地
に
お
け
る
闘
争
と
の
連
休
な
ど
自

か
ら
の
地
盤
を
か
た
め
、
さ
ら
に
当
初

は
生
活
防
衛
の
闘
争
で
あ
っ
た
こ
の
闘

い
も
、
こ
の
日
の
反
対
同
盟
・
青
行
隊

な
ど
の
発
言
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
深
ま
り
ゆ
く
ア
ジ
ア
危
機
を
背
景

に
、
日
帝
の
全
土
基
地
化
の
一
巡
と
し

て
の
軍
事
空
港
を
粉
砕
す
る
闘
い
を
日

帝
打
倒
の
闘
い
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
三
里
塚
現
地
で
は
、
九
月
十
三
日
、

新
東
京
国
際
空
港
公
団
が
、
空
港
建
設

に
関
す
至
ふ
地
強
制
収
用
法
の
適
用
を

含
め
て
事
業
申
請
を
坪
川
建
設
大
臣
あ

て
に
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
法
律
に

も
と
ず
く
極
め
て
合
法
的
合
意
的
な
も

の
で
あ
る
」
と
政
府
当
局
者
は
主
張
し

て
い
る
が
、
裏
を
か
え
せ
ば
、
こ
れ
が

国
家
に
よ
ヴ
星
他
の
強
奪
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
反
対
同
盟
は
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
、
・
大
闘
争
の
準

備
を
進
め
て
い
た
が
、
九
・
二
八
闘
争

は
、
そ
の
突
破
口
と
し
て
、
一
応
の
成

功
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。

　
今
後
、
反
対
同
盟
は
、
一
日
一
日
を

決
戦
と
し
て
闘
い
ぬ
く
決
意
を
固
め
て

い
る
。
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戮
４
１
Ｊ
沓
Ｉ
４
　
ｙ

か
旛
程
　

一
り

万国の

下宿学生

　結集せよ

　
　
　
中
易
三
雄
（
文
［
］

　
「
あ
Ｉ
あ
、
よ
く
寝
た
、
も
う
お
昼
か
」
―

こ
ん
な
の
が
僕
の
一
生
の
始
ま
り
だ
と
思
い
ま
す

か
／
・
　
え
？
　
「
そ
う
だ
ろ
う
」
っ
て
、
と
Ｉ
ん

で
も
な
い
、
遂
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
の
ウ
ソ
で

す
。
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
す
。
イ
ヤ
、
真
っ
黒
な
ウ

ソ
で
す
。
真
黒
と
、
あ
え
て
守
っ
の
は
、
そ
の
戻

に
、
陰
険
な
陰
謀
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
ず
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
そ
の
大
陰
謀
の
全
貌

を
そ
っ
と
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
事
実
収
と
考
っ
と
、
僕
の
一
日
の
始

ま
り
は
、
リ
リ
リ
リ
リ
リ
り
り
リ
リ
リ
ー
ン
が
‥

「
ふ
わ
っ
う
っ
、
ギ
ャ
ー
う
る
さ
い
／
ド
コ

ダ
、
ド
コ
ダ
」
″
ガ
チ
ャ
ン
″
（
目
ざ
ま
し
の
音

を
止
め
た
音
）
「
ム
ニ
ャ
、
ム
ニ
ャ
あ
？
あ
寝

む
た
い
ナ
ァ
」
「
中
易
さ
ん
や
、
早
く
ゴ
ハ
ン
食

べ
る
だ
よ
」
下
宿
の
お
ぱ
は
ん
の
声
で
あ
る
。
そ

う
で
す
／
僕
は
下
宿
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
お
ば
は
ん
を
頂
点
と
し
た
「
家
族
帝

国
宅
義
」
な
ら
ぬ
「
下
宿
帝
国
主
洩
」
に
僕
は
否

し
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
ず
。
帝
国
主

義
者
達
は
僕
に
岡
七
時
起
床
と
、
夜
十
時
ま
で
に

･-fj－x...－.‘s･

帰
宅
す
る
こ
と
を
押
し
つ
け
て
｀

し
て
飯
は
、
た
い
へ
ん
ま
ｆ
｀
、

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

敷な
牡

ｫﾘﾐ

牡

耶

柁

ゝ'7'

‰ﾌy

賢フド

ごを

Ｒ

　
　
　
　
　
・
こ
の

　
　
　
　
も
の
は

ｏ
そ
　
　
ん
か
着

■？

討

れ部M

ぱ
ん
は
に
よ
っ
て
と
っ
つ
か
ま

お
ば
は
ん
の
所
へ
つ
き
出
さ
れ

も
、
う
ち
と
隣
の
問
に
は
下
宿

円
主
’
義
同
盟
が
結
ぱ
れ
て
い
る

　
何
と
ヒ
ド
イ
こ
と
で
は
な
い

を
こ
う
い
・
っ
非
人
間
的
な
状
態

ら
、
毎
月
三
万
五
千
円
の
下
宿

に
搾
取
、
ま
さ
に
搾
取
し
て
い

も
ー
っ
ガ
マ
ン
で
き
な
い
。

暇刄

ト
ン
・

し
た
ｙ

か
。
四

手
を
七

尽
器割謬む7舶l

い
た
、

ぱ
か
Ｉ

く
の
］-

宿
解
放
同
盟
）
に
結
集
せ
よ
、
・

ム
人
民
と
連
帯
し
て
闘
お
う
／

　
ま
て
よ
、
と
こ
こ
で
僕
は

七
時
に
ム
リ
ヤ
リ
起
さ
れ
て
い

働
者
は
ど
・
っ
だ
。
そ
う
だ
／
彼

た
め
に
、
ク
ビ
に
さ
れ
る
の
を

な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
彼

被
抑
在
人
民
だ
。
同
じ
帝
国
主

よ
し
、
彼
ら
と
連
帯
し
よ
う
。

ヱ
畢
生
諸

’
下
郷
同
（
下

的
な
ベ
ド
ナ

た
。
僕
は
咽

し
か
し
、
労

職
場
に
行
く

て
早
起
き
し

我
ら
と
同
じ

帝
闘
争
を
通
じ
て
労
働
者
（
９
　
の

の
携
墨
県
議
な
く
さ
れ
た
の

９

レ

１＿

　
万
国
の
労
働
者
諸
君
、
反
帝
、
’
反
お
ぱ
は
ん
の

旅
の
下
ヽ
下
解
同
と
連
帯
し
て
ｒ
つ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

）

笥
行
に
協
力
し
な
い
と
谷
間
し
て
い
た

京
大
奥
拍
学
長
が
、
十
二
月
十
七
日
の

刊
ド
リ
い
言
ラ
ー
リ
。
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グ
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プ
　
八
「
作
ぶ
か
？
確
か

に
連
中
が
、
ま
さ
に
本

当
に
近
い
こ
と
を
い
っ

て
、
し
か
も
撲
り
殺
さ

れ
も
せ
ず
、
気
狂
い
に

も
な
ら
ず
に
生
き
の
び

る
こ
と
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
連
中
は
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
枠
組

で
も
っ
て
他
人
を
垣
し
お
お
す
。
し
か

し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
枠
組
を
か
ぶ
せ

れ
ば
、

ハ
廻
Ｚ
’

ど
の
よ
・
っ
に
恐
し
い
｝

ｌ
ｕ
｡
ａ
“

１
!
Ｓ
!
Ｓ
４
．
ｓ
４
ｓ

１
１

左
も
危

１
．
ｎ
ｆ

ｊ
ｍ

己
の
得
体
を

　
知
り
た
い

　
狂
気
一
触
諧
…
る
に
あ
た
り
、

一
留
り
寺
ヒ
政
之
Ｅ
月
・
っ
戸
こ

△
承
▽

も
の
ぞ

言
っ
て
最
も
そ
れ
に
似
つ
か
わ
し
く
日
常

に
か
る
気
配
も
な
く
、
そ
・
っ
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
何
時
の
問
に
か
輪
の
遠
の

い
て
い
る
の
に
気
付
い
た
が
、
ハ
ン
マ

ー
の
よ
う
な
も
の
で
な
ぐ
ら
れ
た
衝
激

を
感
じ
床
に
思
い
き
り
打
き
つ
け
ら
れ

た
。
そ
れ
と
同
時
に
車
内
は
ま
っ
附
に

な
っ
た
。
目
に
焼
き
つ
い
た
残
像
は
そ

の
一
瞬
の
う
ち
に
燃
え
あ
が
り
、
捕
え

所
な
く
不
安
は
つ
の
っ
た
。
網
膜
に
浮

か
び
あ
が
っ
た
光
り
は
微
粒
子
と
な
っ

て
無
数
に
飛
び
交
い
、
銀
メ
ッ
キ
さ
れ

た
パ
イ
プ
が
す
ば
や
く
走
り
抜
け
、
目

紛
し
く
交
錯
し
姶
め
た
。
交
錯
は
い
た

　
大
江
は
オ
ー
デ
ン
の
詩
句
か
ら
採
っ

た
彼
の
著
書
ハ
わ
れ
ら
の
狂
気
を
生
き

延
び
ろ
追
を
我
え
よ
▽
に
お
い
て
次
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
Ａ
わ
れ
ら
の

狂
気
と
は
、
外
部
か
ら
お
そ
い
か
か
る

時
代
の
狂
気
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
し
、
自
分
の
内
部
か
ら
、
暗

い
過
去
の
血
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
、

あ
る
い
は
逃
が
れ
よ
う
も
な
く
自
分
ひ

と
り
の
存
在
に
根
ざ
し
て
、
あ
ら
わ
れ

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
狂
気
を
生
き
延
び
る
、
と

い
う
行
為
が
、
狂
気
に
加
担
し
て
生
き

え
る
場
合
、
我
々
は
そ
れ
に
大
き
な
前

提
の
あ
ろ
の
に
気
付
く
。

　
そ
の
前
提
は
ま
た
大
衆
の
良
識
を
基

礎
と
し
、
大
衆
の
、
多
数
派
の
完
全
な

勝
利
を
確
実
な
も
の
と
し
て
約
束
し
て

い
る
。
た
と
え
少
欲
の
者
に
支
持
さ
れ

る
狂
気
こ
そ
が
爪
気
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
戦
後
民
生
生
成
は
そ
れ

ら
を
保
証
で
き
ず
、
狂
気
と
い
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
概
念
を
一
面
的
に
し
か

把
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
大
江
の
場

合
、
勿
論
、
戦
後
民
主
主
義
を
断
え
ず

自
己
の
内
に
意
識
化
さ
せ
て
い
る
に
は

の
場
合
は
と
も
か
く
、
政
治
岡
城
と
の

関
係
な
し
に
は
、
将
に
安
企
圈
へ
の
脱

出
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
大
江
は
、
な
る
ほ
ど
作
家
で
あ
る
。

そ
れ
も
有
能
な
、
冷
徹
な
目
で
遠
く
を

み
っ
め
る
作
家
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合

上
、
少
数
の
者
に
支
え
ら
れ
た
正
気
そ

の
も
の
と
し
て
の
狂
気
、
に
重
点
を
置

き
す
ぎ
た
き
ら
い
は
あ
る
が
、
大
江
は

そ
の
遥
か
先
を
見
て
い
る
。
そ
れ
は
先

に
引
用
し
た
文
で
大
江
が
語
っ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。

　
大
江
を
、
こ
れ
程
の
字
数
で
語
り
つ

-

と
の
対
決
は
海
け
よ
う
が
な
い
。

　
狂
気
は
、
狂
気
そ
の
も
の
と
、
正
気

そ
の
も
の
を
拘
泥
こ
み
、
狂
気
そ
の
も

の
と
、
正
気
そ
の
も
の
と
の
絶
え
間
の

な
い
葛
藤
の
四
爽
中
に
あ
っ
て
支
柱
を

失
な
い
、
将
に
ぞ
の
よ
う
な
相
互
の
す

り
か
え
が
狂
気
と
い
う
動
的
な
語
句
の

規
定
を
困
難
に
し
て
い
る
。
狂
気
は
内

的
状
況
と
外
的
渠
件
に
規
完
さ
れ
つ
つ

ま
た
相
互
間
の
。
一
方
的
規
定
を
拒
み
っ

つ
、
階
級
対
立
の
場
に
も
明
確
化
で
き

得
な
い
で
い
両
こ
の
こ
と
は
、
政
治

- －
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